
令和５(2023)年度サイクルツーリズム推進事業 

企画提案仕様書 

 

１ 委託業務名 

令和５(2023)年度サイクルツーリズム推進事業 

 

２ 履行期間 

  契約締結の日から令和６（2024）年１月31日（水） 

 

３ 事業目的 

新型コロナウイルス感染症の影響により、今後の訪日観光客の旅行形態は、３密の環境を避け、観光の分 

散化、ローカル化が進むとされ、サイクリングはこのようなアフターコロナの観光需要とも一致すると想

定される。このような背景から、栃木県国際観光推進協議会（以下、「委託者」という）においては、令和

３（2021）年度より、県内のサイクリングツアーの魅力を海外に発信するため、サイクリストに訴求力のあ

るインフルエンサーやサイクリング商品を取り扱う旅行会社等の招請による情報発信と旅行商品造成・販

売を行ってきたところである。 

令和５（2023）年度においては、訪日旅行が早期に回復すると予想され、かつ、自転車旅行を提供する旅 

行会社が多数存在する米国を対象として、米国内において訴求力のあるインフルエンサー等を招請し、県

内サイクリングルートを視察・走行してもらうことで、本県サイクリングツアーの魅力発信と誘客促進を

図ることを目的とする。 
 

４ 事業内容 

米国サイクリストに訴求力のあるインフルエンサーやライター、メディア等を招請し、本県内を自転車

で巡るサイクリングツアーのファムトリップを実施し、その状況等をＳＮＳ、デジタルメディアまたは雑

誌等により情報発信する。 

（１）招請対象者 

  米国サイクリストに訴求力のある、在日のインフルエンサー、ライター、メディア等１社１名以上 

（２）招請時期 

  令和５（2023）年９月から11月の間に実施すること 

（３）業務内容 

 ア 招請対象の選定・調整 

  ・米国サイクリストに訴求力のあるインフルエンサーやライター、メディア等を１社１名以上選定

し、招請に係る調整を行うこと。 

・被招請者の概要（プロフィール、過去の実績、使用媒体、閲覧者数、アクセス数等）及び選定理由

を企画提案書に記載すること。 

  イ サイクリングツアーの企画・調整・手配・運営 

   ・米国サイクリストに対し、訴求力があると考えられるサイクリングツアーのプランを作成し、企画

提案書に記載すること。 

   ・サイクリングツアーの日程は原則として４泊５日以上とすること。 

   ・立ち寄る観光施設や宿泊施設を含めて、サイクリングツアーの魅力や特徴を企画提案書に記載する

こと。 

   ・「栃木県サイクリングルート」（https://www.tochigiji.or.jp/cycletourism/）をツアーの一部

として組み込むこと。 



   ・招請期間中は、Wi-Fi環境を整えておくこと。 

   ・被招請者の安全を担保すること。また、招請期間中の事故、治療及び救援等の費用並びに第三者に

対する損害が発生した場合の対策を講じること。 

   ウ 被招請者に対する交通の手配・調整等 

   ・被招請者の本県までの交通（往復）を手配すること。 

   ・必要に応じて自転車のレンタルを手配すること。また、被招請者のサイクリング経験等を踏まえ、

必要に応じて代替の交通手段を手配すること。 

・被招請者が自転車を持参する場合においては、行程中における自転車の管理に細心の注意を払い、

盗難、破損等があった場合には、受託者の責任において賠償等の対応を行うこと。 

  エ 全行程の宿泊・食事・視察の手配、調整 

   ・招請する人数分の全日程の宿泊、飲食、視察の手配（支払含む）を行うこと。 

   ・宿泊施設は、原則として１室１名とする。 

  オ 全行程のアテンド 

   ・全行程を原則として同一の者とすること。 

   ・自転車で走行する区間については、自転車で先導する者の他に、被招請者をサポートする伴走車

（自動車等）を手配すること。 

  カ 通訳の手配 

   ・被招請者が日本語を解さない者の場合、全行程において、その実施につき滞りのない運営ができる

だけの人数を手配すること。 

  キ アンケートの作成・配布・実施・回収（督促を含む）・集計・分析及び翻訳 

   ・作成するアンケートについては、今後の本県サイクルツーリズム推進に向けた検討材料となるもの

とし、想定案について企画提案書に記載すること。 

   ・ファムトリップ終了後、速やかに回収・集計・分析及び翻訳を行うこと。 

  ク ファムトリップ終了後の記事等掲載について 

   ・米国をターゲットとして英語で記事を制作し、適切な媒体（SNS、デジタルメディア、または雑誌

等）に掲載すること。 

  ・記事等を掲載する媒体、発行部数や閲覧者数等の想定を明示すること。 

  ・本事業に関する記事全体でのリーチ数または閲覧数等の下限は合計で10,000回以上とし、目標値を

設定すること。 

  ・目標のリーチ数または閲覧数等を達成した場合も、事業効果の最大化を目指し、事業履行期間中は

継続して記事を掲載すること。 

 

５ 留意事項 

（１）実施内容については、企画提案書の内容を踏まえ委託者と協議の上決定するものとする。 
（２）事業において、運営、管理、庶務を行うこと。 

（３）事業の実施記録については、カメラ等を用いて記録を行うこと。 

（４）委託者との連絡調整等を密に行うこと。 

（５）本事業は、委託者と十分な協議を行いながら事業を進めることとし、業務内容及び本仕様書の内容

に疑義が生じたときには、その都度、委託者と協議の上、その指示に従い業務を進めること。ま

た、委託者は、事業履行期間中いつでも、その業務状況の報告（報告書の作成を含む）を求めるこ

とができるものとする。なお、本仕様に定めのない事項については、その都度委託者と協議の上、

対応するものとする。 

（６）成果品については、第三者の知的財産権を侵害していないことを保証すること。 



（７）第三者が有する知的財産権の侵害の申立を受けたときには、受託者の責任（解決に要する一切の費

用負担を含む。）において解決すること。 

（８）本事業で取り扱うこととなる個人情報の管理は適正に実施すること。 

（９）成果物に重大な瑕疵があった場合は、受託者において、回収、修正、再印刷等必要な措置を講じる

こと。 

 

６ 企画提案書に盛り込む内容 

（１）企画提案者の概要 

（２）企画提案内容（仕様書記載の事業内容に関する具体的な企画案を記載。また、仕様書に定める内容 

以外に独自に提案できる事項がある場合は、その内容を記載。） 

 （３）業務遂行人員体制及び業務スケジュール 

 （４）国又は地方公共団体等における同様の受注業務実績 

（５）見積額（概算及び内訳） 

 

７ 成果物の作成 

（１）効果測定の実施 

評価指標は次のとおりとする。 

  ・被招請者 １社以上 各１名以上 

   ・本事業に関する記事全体でのリーチ数または閲覧数等 合計10,000回以上 

（２）提出物 

・事業実施報告書 A4カラー冊子２部及び電子媒体１枚 

（３）提出期限 令和６（2024）年１月31日（水） 

（４）提出場所 栃木県国際観光推進協議会事務局（栃木県観光交流課内） 

 ※ 提出物は、画像等を用いた視覚的な記録を含めるなど、分かりやすい内容とすること。 


